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　私は10月13日～15日まで那
珂川町の民家にホームステイを
しました。日本人の一家に３カ
国（タイ・中国・カナダ）の人
がホームステイをしたので、４
カ国の人が親交を深めながら過
ごしました。いろいろなことを
勉強できました。
　ホームステイ期間中に国際イ
ベントで稲刈りの機会もありま

した。みんなで協力することが出来、いくつかの国の人と
ふれあいながら、田んぼで鎌を手に働きました。田植えの
ときに行けなくて残念でしたが、土地から田んぼになるこ
とや、米になるまでは一人では出来ず、みんなで一緒に協
力しなければならないので、日本で大切な習慣の一つがわか
りました。外国人が参加すれば参加するほどいい国際交流だと
思います。
　おいしい日本料理がありました。そばを作りました。は
じめてだったので、難しく、うどんの太さになってしまい

ホームステイ Weekend in なかがわ

ましたが、やはり手作りなのでおいしかったです。自分の手
で作るということから日本の原風景が感じられました。カツ
オを食べました。カツオという言葉は中国の似ている発音で
は「骨がのどに刺さっている」という意味があることがわか
りました。あと、天ぷらと納豆フライも食べました。おいし
くいただいているときに関東地域の名物ではないかと思いま
した。餃子も食べました。栃木県の名物で、とてもおいし
かったです。
　日本的な体験といえば、ろくろを使っての陶器作りを初め
てしました。１回目はやわらかい粘土を倒してしまいまし
たが、先生のお手本のおかげで２回目花瓶がよくできまし
た。焼き上がりを楽しみに待っています。
　高瀬のやなを見ました。やなにいた子どもたちが鮎を手で
取ることができるのがおもしろかったです。来年、またやな
に行けることを楽しみにしています。
　日本的な活動を体験しながら国際交流のことを学びまし
た。このホームステイウィークエンドでは、４カ国の人が集
まって親しむこと、仲を深めることが出来、国際交流という
ものがわかりました。

　

那
珂
川
町
合
併
１
周
年
、
那
珂

川
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併
を

記
念
し
て
、
第
１
回
那
珂
川
町
福

祉
ま
つ
り
が
10
月
21
日
、
町
小
川

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

町
合
併
に
際
し
て
功
績
の
あ
っ
た

51
名
と
寄
付
者
４
名
に
川
崎
町
長

か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
安
会
長
か
ら
町
社
会

福
祉
協
議
会
表
彰
状
が
社
会
福
祉

に
貢
献
し
た
14
名
に
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　

那
珂
川
町
社
会
福
祉
協
議
会
、

国
安
隆
夫
会
長
が
「
那
珂
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
地
域
住
民
と
の

一
体
感
の
醸
成
と
融
和
を
図
り
、

住
民
と
の
信
頼
関
係
が
作
れ
る
よ

う
、
常
に
会
員
の
視
点
に
立
ち
新

し
い
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
社
会
福
祉
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
そ
の
他
関
係

団
体
と
連
携
、
協
力
な
く
し
て
は

成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
会

員
の
皆
さ
ま
方
と
と
も
に
、
更
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
小
川
第
１
・
２
・
３
保
育
園

児
に
よ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
が
披
露
さ
れ
、
関
係
者
約

３
０
０
人
と
と
も
に
合
併
を
祝
い

ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
す
こ
や
か
共
生

館
多
目
的
集
会
室
で
は
「
う
ぐ
い

す
工
房
」
「
作
業
所
ポ
ニ
ー
」
の

仲
間
た
ち
が
岡
倉
ゆ
か
り
さ
ん
と

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し

た
。
駐
車
場
で
は
、
苗
木
の
配
布

や
と
ち
ぎ
和
牛
の
試
食
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
、

訪
れ
た
家
族
づ
れ
は
福
祉
ま
つ
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

那珂川町合併 1 周年記念
那珂川町社会福祉協議会合併記念

第 1回那珂川町福祉まつり
「みんなで創るやさしいまち　　　　　　　　　
　　　　　　　～『こころ』かよう地域づくり～」

アンドリュー・シューク
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磯
敏
雄
さ
ん
が

　

地
方
教
育
行
政

　
　

 

功
労
者
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
教
育

の
発
展
と
充
実
に
貢
献
さ

れ
た
磯
敏
雄
さ
ん
が
、
平

成
18
年
度
地
方
教
育
行
政

功
労
者
表
彰
で
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

磯
さ
ん
は
平
成
５
年
、

旧
馬
頭
町
教
育
委
員
会
委

員
に
任
命
さ
れ
た
後
、
教

育
委
員
長
を
７
年
間
努
め
、
地
区
の
教
育
行

政
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
献
身
的
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回

受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

  
浄
法
寺
大
日
堂
で
鐘
を
新
調

　

昭
和
52
年
か
ら
毎
朝
６
時
に
地
元
の
中
学

生
が
鐘
を
突
き
、
一
日
の
始
ま
り
を
告
げ
て

き
た
浄
法
寺
大
日
堂
で
10
月
１
日
、
梵
鐘
奉

納
法
要
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
氏
子
や
地
元
の
住
民
ら
約
40
人
が

見
守
る
中
、穴
山
桂
介
さ
ん
（
小
川
中
３
年
）

な
ど
が
突
き
初
め
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
鐘
は
１
６
８
７
年
、
住
職
の
病
気
の

全
快
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
、
そ
の
後
、
太

平
洋
戦
争
中
の
昭
和
17
年
に
供
出
。
昭
和
30

年
、
地
元
住
民
が
２
代
目
の
鐘
を
設
置
し
、

地
域
で
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
50
年

代
に
亀
裂
が
入
り
、
補
修
し
な
が
ら
使
用
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
浄
法
寺
地
区
85
戸
の

寄
付
に
よ
り
新
調
し
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
「
良
く
響
い
て
、
周
辺
一
帯
に

聞
こ
え
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
祭
で
特
別
賞

　

10
月
21
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
鳥
取

県
で
開
催
さ
れ
た
第
19
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
「
ス
ポ
レ
ク
鳥
取

２
０
０
６
」
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部
で
小
川

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
県
代
表
と
し
て
当
町
か
ら

高
瀬
孝
主
将
他
６
名
が
出
場
し
奮
闘
し
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は

出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
敗
者
復
活
戦

の
結
果
準
優
勝
し
、
特
別
賞
を
手
に
し
ま
し

た
。

て・

ら・

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

泉　

寺

　

本
物
の
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
10

月
22
日
、
長
泉
寺
（
白
久
）
で
「
て
ら
ふ
れ

あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
６
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
宇
都
宮
市
在
住
で
二
胡
の
奏
者
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
張
暁
東
さ
ん
が
中
心
と

な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
尺

八
や
三
味
線
、
民
謡
を
歌
う
ボ
ー
カ
ル
な
ど

「
舞ぶ
り
ゅ
う
げ
る

琉
華
瑠
」
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

　

静
か
な
幽
玄
の
世
界
に
浸
っ
た
尺
八
の
吹

奏
、
力
強
い
三
味
線
の
音
色
な
ど
楽
器
の
特

徴
を
生
か
し
た
演
奏
で
聴
衆
を
魅
了
し
ま
し

た
。


